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１章 はじめに                 

１－１ 特徴 

 本装置は、ＬＥＤの各特性を測定し、条件によって自動選別をする装置です。 

下記のような特徴があります。 

１． 最大４素子に対応、４素子同時印加が可能です。 

２． 測定結果から最大で１２８分類が可能です。 

３． 特性検査に便利なベンチマーク機能。 

４． 色合成機能。 

５． 検査項目の順番を自由に変更できます。 

６． 同一検査項目での複数検査（ＶＦの複数条件印加など）ができます。 

※最大１００項目の検査が可能です。 

７． 電流最大３００ｍＡ（５レンジ）、電圧最大１７Ｖ（４レンジ） 

８． オプションボックスを追加することで電流最大２Ａまで対応 

９． オプションボックスを追加することで電圧最大８０Ｖ（または４４Ｖ）まで対応 

１０．色調検出部２装置対応 

ＬＥ―３４００        大塚電子社製 

ＰＭＡ１１／Ｃ５９６５－３１ 浜松ホトニクス社製 

１１．デバイス間センシング方式による高精度印加・検出 

１２．印加時間の自由設定(ｍｓ単位) 

１３．リミット電圧機能（１～２０Ｖ） 

１４．方向判定機能（各ステーションで実施、または、前ステーション判定の引継ぎ選択） 

１５．ポット数   １２８対応 

１６．ランク設定数 １２８対応 

１７．自動検査画面での色度座標・スペクトルデータ値の表示 

１８．検査項目名の自由入力（実行画面表示・検査結果ファイルに反映されます。） 

１９．測定結果の保存（ＣＳＶフォーマット） 

２０．ＬＡＮ搭載。 

２１．ハンドラーとのインターフェース部分はご希望により変更いたします。 

 

■デモ機の貸出しサービスを行っております。 

ご必要の祭は、下記までご連絡ください。 

=================================================== 

株式会社 オーテック・エレクトロニクス 

ＴＥＬ：０５５－２８０－５２５２（代） 

=================================================== 
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２章 システム構成               

２－１ システム構成図 
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２－２ テスタ内部ブロック図 
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２－３ システム詳細 

 

 ①パソコン（システム制御＆結果ファイル管理） 

Ｏ／Ｓ ＷＩＮＤＯＷＳ 

ＭＯＮＩＴＯＲ １５ｲﾝﾁ以上ＴＦＴ液晶 

ＨＤＤ ４０ＧＢ以上 

ＣＤ－ＲＷ １機 

ＲＳ232Ｃポート １ポート 

ＵＳＢポート ２～４ポート 

ＬＡＮポート １ポート 

 

②検査ボックス 

外形寸法  １３３（Ｈ）×４３０（Ｗ）×４５０（Ｄ）ｍｍ 

        （ケーブルなど引き出し部を含まない） 

電源   ＡＣ１００Ｖ ５０Ｈｚ／６０Ｈｚ 

消費電流  約４Ａ 

使用環境  温度 ２０℃ ～ ３５℃ 

   湿度 ３０～８０％ 

※ 温度変化および湿度の変化の激しい場所での使用は避けて下さい。 
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■電流印加機能 

レンジ 印加設定値 分解能 リミット電圧 精度 

50uA 0～50uA 16bit 1～20V ±０．１％ 

500uA 0～500uA 16bit 1～20V ±０．１％ 

5mA 0～5mA 16bit 1～20V ±０．１％ 

50mA 0～50mA 16bit 1～20V ±０．１％ 

300mA 0～300mA 16bit 1～20V ±０．１％ 

※リミット電圧はダイオードによる流入方式を採用しているため、 

印加電流により最大で約１．１Ｖの誤差があります。 

＝＞印加電流に応じたリミット電圧を設定することにより、望む数値に近づきます。 

※印加精度：Ｍａｘ ｏｆ Ｒａｎｇｅ 

※非直線性誤差は周囲温度により最大レンジの 0.1％程度の誤差を生じることがあります 

 

■電圧印加機能 

レンジ 印加設定値 分解能 精度 

2.5V 0～2.5V 16bit ±０．１％ 

5V 0～5V 16bit ±０．１％ 

10V 0～10V 16bit ±０．１％ 

17V 0～17V 16bit ±０．１％ 

※デバイス間センシング方式による高精度印加 

※印加精度：Ｍａｘ ｏｆ Ｒａｎｇｅ 

※非直線性誤差は周囲温度により最大レンジの 0.1％程度の誤差を生じることがあります 

 

■電流検出機能 

レンジ 検出範囲 分解能 精度 

50uA 0～50uA 16bit ±０．１％ 

500uA 0～500uA 16bit ±０．１％ 

5mA 0～5mA 16bit ±０．１％ 

50mA 0～50mA 16bit ±０．１％ 

300mA 0～300mA 16bit ±０．１％ 

※Ａ／Ｄ読込：１０サンプリングの平均化検出（１サンプリング時間：約３０μｓｅｃ．） 

※検出精度：Ｍａｘ ｏｆ Ｒａｎｇｅ 

※非直線性誤差は周囲温度により最大レンジの 0.1％程度の誤差を生じることがあります 
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■電圧検出機能 

レンジ 印加設定値 分解能 精度 

2.5V 0～2.5V 16bit ±０．１％ 

5V 0～5V 16bit ±０．１％ 

10V 0～10V 16bit ±０．１％ 

17V 0～17V 16bit ±０．１％ 

※デバイス間センシング方式による高精度検出 

※Ａ／Ｄ読込：１０サンプリングの平均化検出（１サンプリング時間：約３０μｓｅｃ．） 

※検出精度：Ｍａｘ ｏｆ Ｒａｎｇｅ 

※非直線性誤差は周囲温度により最大レンジの 0.1％程度の誤差を生じることがあります 

 

③色調測定部（下記２機種より選択） 

■ＬＥ―３４００        大塚電子社製 

■ＰＭＡ１１／Ｃ５９６５－３１ 浜松ホトニクス社製 

測定項目 

ピーク波長【λｐ】 

主波長【λｄ】 

半値幅【⊿λ】 

色度座標【ｘ、ｙ】 

刺激純度【ｐｕｒｉｔｙ】 

色温度【Color Temperature】※１ 

サブピーク【Sub Peak】※１ 

セカンドピーク【Second Peak】※１ 

演色性評価（Ｒａ、Ｒ１～Ｒ１５）※1 

  ※１ 大塚電子社製 ＬＥ－３４００使用時のみ測定可能 

※詳細は、専用のマニュアルを参照下さい。 
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■ＬＥ―３４００ 大塚電子社製 

 

仕 様  

測定波長範囲 380 ～ 980 nm 

検出素子 512ch フォトダイオードアレイ 

分光器 
ブレーズドホログラフィック型 F=3、

f=135mm  

波長精度 ±0.5nm 以下 

オプティカルファイバ

ー 
石英製、長さ 2 m（標準） 

寸法(WDH) 332×228×266 mm 

重量 約 13 kg 
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■ＰＭＡ１１／Ｃ５９６５－３１ 浜松ホトニクス社製 

 

■本体寸法 

 

■ファイバー寸法 
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④光度測定部 

■センサー型式：Ｍｏｄｅｌ２１１（ＵＤＴ Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ） 

■視感度に近似した分光感度特性 

■受光部面積 ：１ｃ㎡ 

■ＣＩＥ標準視感度曲線±２％の誤差 

 

※単位：インチ 

 

■光度センサーアンプ：自社製５レンジ 

■電圧に変換後にＡ／Ｄボードで測定（１０Ｖ／１６ｂｉｔ） 

レンジ 倍率 アンプ プリアンプ 光量値の例 

レンジ 1 ×1.0 ×1.0 ×1.0 100cd 

レンジ 2 ×10.0 ×10.0 ×1.0 10cd 

レンジ 3 ×100.0 ×100.0 ×1.0 1cd 

レンジ 4 ×1000.0 ×100.0 ×10.0 100mcd 

レンジ 5 ×10000.0 ×100.0 ×100.0 10mcd 

    ■光量変換係数（スケールファクタ） 

 フォトディテクタの出力電流値にスケールファクタをかけて光量に変換します。 
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３章 設定項目仕様               

３－１ 設定項目 

Ｎｏ． 測定項目 設定項目 

１ 順電圧［VF] 印加電流、印加時間、リミット電圧 

２ 順電流［IF] 印加電圧、印加時間 

３ 逆電圧［VR] 印加電流、印加時間、リミット電圧 

４ 逆電流［IR] 印加電圧、印加時間 

５ 光度［Intensity] 印加電流、印加時間、リミット電圧 

６ 光度比率［Iv Ratio］ 

７ ピーク波長［λp] 

印加電流、印加時間、リミット電圧 

８ 主波長［λd］ 

９ 半値幅［⊿λ］ 

１０ 色度座標［x , y］ 

１１ 刺激純度［Purity］ 

１２ 色温度 ※1 

１３ サブピーク ※1 

１４ セカンドピーク ※1 

１５ 平均演色性評価 ※1 

１６ 演色性評価 ※1 

１７ ⊿VF 
印加電流、印加時間、リミット電圧、 

ステップ数 

１８ THY 
印加電流、印加時間、リミット電圧 

ステップ数 

１９ 極性判定 印加電流、印加時間、リミット電圧 

２０ ピン間OP・SH検査 ※２ 

２１ フラッタ検査 ※３ 

印加電流、印加時間、リミット電圧、 

パルスＯＮ、ＯＦＦ時間、スキップ波数、 

検査波数、取込ディレイ、平均間隔、平均回数 

２２ 比較検査 
計算式を使用して、任意の測定項目の 

測定値を比較する検査 

※１： 分光器にＬＥ－３４００を選択時のみ測定可能な項目です 
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※極性判定：各ステーションで判定可能、または、前ステーションの判定引継ぎ 

※印加時間：負荷に電圧・電流を印加してから測定までの時間を[ms]単位で設定可能です。 

 

※２： ピン間オープン・ショート検査の補足情報 

 あらかじめ、デバイスに合わせて登録された検査パターンに従って、各ピンのＯＳ検査 

を行います。（次ページ図参照） 

1.2V 印加に対して閾値が 70.7mV で設定されています。 

 

※３： オプションのフラッタボックスを増設時にのみ可能な検査です。 
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４章 起動と終了                

４－１ 起動するには 

■接続機器の電源を投入します。 

※ＰＣの電源投入は最初に行って下さい。他は順不同 

■Ｗｉｎｄｏｗｓが起動したら、 

デスクトップの【ＯＬＣ－４】アイコンをダブルクリックします。 

ＯＬＣ－４ソフトが起動します。↓ 

 

 

４－２ 初期表示の画面 

 初期表示の画面として、「ロット名の入力画面」、「検査設定画面」、「自動検査の実行画面」   

 のいずれかが表示されます。 

 通常は前回の終了時と同じ画面が起動してきます。 

 

①ロット名の入力画面 

 前回の自動検査が正常に終了している場       

合は、この画面が起動してきます。 

 

詳細は＝＝＞【５章 自動検査の手順】  

を参照してください。 
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② 検査設定画面 

 前回の終了時に、検査条件の設定を行っ 

ていた場合や、ベンチマーク測定を行っ 

ていた場合は、この画面が起動してきま  

す。 

  

 詳細は＝＝＞【６章 テスト測定の手 

順】を参照してください。 

 

 

 

③ 自動検査の実行画面 

 前回の終了時に、自動検査を中断してい 

る場合や、電源遮断等の原因で不正終了   

をしている場合は、前回の続きの自動検  

査が起動してきます。 

 

 詳細は＝＝＞【５章 自動検査の手順】 

を参照してください。 

 

 

４－３ 測定を実行します。 

 ①自動検査を行う場合 

  ハンドラーと信号の入出力を行いながらの自動測定です。 

詳細は＝＝＞【５章 自動検査の手順】を参照してください。  

 

 ②テスト測定を行う場合 

 測定を行える画面は、以下の画面です 

  ●自動検査画面 

 ●条件設定画面 

  ●プロパティ画面 

 ●ベンチマーク画面 

  ●スペクトル合成画 

各画面で測定を行ってください。 

  詳細は＝＝＞【６章 テスト測定の手順】を参照してください。 
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４－４ アプリケーションを終了するには 

①ロット名の入力画面から終了する場合 

  「アプリケーションの終了」ボタンを押してください。 

  

②検査設定画面から終了する場合 

  メインメニューから「ファイル」→「終了」を選びます。 

  未保存の条件設定がある場合は、保存の確認が出ますので必要に応じて保存してくだ

さい。 

  

 ③自動検査画面から終了する場合 

  ※通常は、必ず「ロット終了」を実行して、ロット名の入力画面に戻ってから、アプ

リケーションを終了してください。 

  ※やむをえず、ロットの途中で中断を行わなければならない場合は「ロット中断」ボ

タンでアプリケーションを終了してください。 

  次回起動時は、中断した続きから再開されます。 
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５章 自動検査の手順               

 ※検査条件の設定や、補正値の設定などが既に行われていることを前提に説明を行いま 

す。設定の編集が必要な場合は【９章 検査条件の設定方法】を参照してください。 

 

５－１ 画面の切り替え 

 検査設定の画面が表示されている場合は、メインメニューから「ファイル」→「自動検

査開始」を選びます。 

 

 

 ロット名の入力画面に移動します。 

 設定変更に保存されていないものがある場合は、保存の確認メッセージが表示されます。 

 

※検査条件の変更後に自動検査を実行する場合は、必ず先に変更の保存を実行してくださ

い。自動検査の開始時に、検査条件をファイルから読み込みますので、ファイルに保存

されていない検査条件は反映されません。 

 



 - 21 - 

５－２ ロット名の入力 

①検査開始時には必ずロット名を入力してください。 

ロット名を入力していない状態では、検査を開始することはできません。 

 

 

② ロット管理 

 

●ロット名： 

   今回のロットの名前を入力して下さい。 

   （前回入力したロットの名前が下に表示されています。） 

  ●日時： 

   現在の日時が自動で入力されます。（手入力による補正も可能です。）    

  ●保存ファイル名： 

選択ファイル表示 

ロット管理 

集計印刷 

操作ボタン 

検査スキップ設定 
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   検査結果を保存するためのファイル名になります。 

   デフォルトでは「品種名＋ロット名＋日時．ＣＳＶ」になりますが、任意の名前を 

入力することも可能です。 

※「日時を付加する」のチェックボックスが OFF の時は、デフォルトのファイル名 

は「品種名＋ロット名．ＣＳＶ」になります。 

●保存先フォルダ： 

   ログの保存先フォルダを変更することが可能です。 

 ●ロット開始ボタン： 

   実行画面へ移動して、自動検査を開始します。 

 

③ 選択ファイル表示 

 

●選択品種名： 

   現在選択されている品種名を表示します。 検査条件ファイル（拡張子＊．ＳＥＴ）

で設定されています。 

●検査設定ファイル名： 

現在選択されている、検査条件ファイル（拡張子＊．ＳＥＴ）が表示されます。 

●検査補正値ファイル名： 

現在選択されている、各検査項目毎のゲイン・オフセットファイル（拡張子＊．Ｏ 

Ｇ）が表示されます。 

  ●ＬＥ－３４００設定ファイル名： 

   現在選択されている、ＬＥ－３４００の測定条件ファイル（拡張子＊．ＬＥ）が表 

   示されます。 

  ●「変更」ボタン： 

   検査条件ファイルの選択を変更することができます。 
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④ 集計印刷 

   

  ●前回ロットを集計印刷 

   前回、終了させたロットについて集計を印刷します。 

  ●過去ロットを集計印刷 

   過去に終了しているロットを選択して、集計を印刷します。 

 

⑤ 検査スキップ設定 

 

 ・チェックが ON になっている場合、NG が発生した後の検査項目を実行せずに、次のスタ 

  ート信号を待ちます。 

 ・チェックが OFF になっている場合、NGが発生しても全検査項目の試験を行います。 

  複数の検査項目で NGになった場合は、最初に NG が発生した検査項目について、NG 判 

定番号の設定や NG数のカウントが行われます。 

 

⑥ 操作ボタン 

 

  ●設定画面へ： 

   設定変更を行う場合は、設定画面へ移動する必要があります。 

 

  ●アプリケーション終了： 

   アプリケーションを終了させます。 

   このボタンでアプリケーションを終了させた場合は、次回起動時もロット名の入力 

画面から起動します 
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５－３ 自動検査の実行画面 

  ① ロット選択画面でロット開始ボタンを押すと、自動検査が開始されます。 

    自動検査時の検査設定は、ロット選択画面で選択した検査設定に従います。 

 

 

② 検査条件と結果表示 

    

 ●検査名： 設定されている検査項目の名前を表示します。 

 ●測定値： 検査測定値を表示します。 

 ●判 定： 下限値と上限値をもとに、測定値を判定します。 

 ●ＮＧ数： 判定がＮＧだったものをカウントしていきます。 

      ※ＮＧ後の検査をスキップしない設定のとき、複数のＮＧが発生した場合は、 

      最初のＮＧをカウントします。 

ポット情報 

操作ボタン 

検査情報表示 

検査条件＆ 

結果表示 

ロット終了ボタン 
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 ●ＮＧ％：不良率を表示します。 

 ●Ｓｔ、ピンタイプ、印加値、印加レンジ、時間、下限値、上限値、測定レンジ 

  検査の各設定を表示します。 

  

 ③ ポット情報 

 

● 個数 

  ポットに投入された個数を表示します。 

● ％ 

  全体に対する％を表示します。 

 

 

 

 ④ 検査情報表示 

 

  ●品種名：   

設定されている品種名を表示します。 

  ●ロット名：  

今回のロット名を表示します。 

  ●検査設定ファイル、検査補正値ファイル、ＬＥ－３４００設定ファイル： 

   それぞれの選択ファイル名を表示します。 

●検査ステータス：  

現在の自動検査の状態をメッセージで表示します。 

●判定：       

最新の検査の結果判定を表示します。 

      ＯＫ    検査結果ＯＫ 

      アンダー  測定値が良品下限値以下 

      オーバー  測定値が良品上限値以上 

      ショート  極性判定ショート判定 

      オープン  極性判定オープン判定 

      ワーク無し ワークがありませんでした 

●ランク：   

最新の検査のランクを表示します。 
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●ポット：   

最新のポット排出番号を表示します。 

●検査時間：  

スタート信号～エンド信号までの経過時間を表示します。 

●総試験数：  

終了した試験数を表示します。 

●ＯＫ品数、％、ＮＧ品数、％ 

   ＯＫ品の個数と全体の良品率を表示します。ＮＧ品についても個数と不良品率の表

示を行います。 

  ●検査完了数： 

   終了した検査数がこの設定数以上になったとき、自動検査を停止します。 

  ●連続ＮＧ停止数： 

   連続したＮＧがこの設定数以上に連続して発生した場合、自動検査を停止します。 

 

⑤ 操作ボタン 

●テストボタン 

 マニュアルテストを実行します。 

 連続チェックがＯＮのとき連続でテスト実行します。 

 ※連続テストを停止したい場合は、チェックをＯＦＦ 

してください。 

 ※マニュアルテストの結果もログ出力されます。 

●グラフ表示ボタン 

  色調検査の色度ｘ、ｙのダイアグラムと、スペクトルグラフの画面を表示します。 

※グラフ表示を行うと検査タクトは大幅に増えます。 

 ●ロット終了ボタン 

  現在のロットを終了してログをファイルに出力します。 

 ●検査中断 

  現在のロットを一時中断します。 

  ロットの途中でやむを得ず電源を切らなければならないような、特別な理由が無い限

りは、使用しないでください。 

次回、起動時は続きから起動してきます。 
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５－４ ロット終了処理 

 ① 「ロット終了」ボタンを押してください。 

   

 

確認メッセージが表示されますので、ロットを 

終了してもよい場合はＯＫを選択してください。 

 

 

  ※一度終了したロットの続きを実行することはできません。 

 ② 検査結果をファイルに保存します。 

  正常に保存できた場合は、 

   

   

←このメッセージが表示されますので、 

 ＯＫを選択してください。 

  

 

  保存に失敗した場合は、 

 

 

←このエラーメッセージが表示されま   

 す。 

 

 

原因としては、 

   ・既に同名の結果ファイルが存在していて、かつ、Ｅｘｃｅｌなどの別アプリケー

ションでファイルが開かれている。 

   ・ＬＡＮ経由で結果ファイルを保存しようとしているが、保存先ＰＣが稼動してい

ない。 

   ・1度も検査が実行されなかった。 

 などが考えられます。 

  「はい」を選択すると、ロットの検査結果は破棄されます。 

  通常は「いいえ」を選択して、自動実行に戻り、ファイル保存できなかった原因を解

決してから、再度ロット終了をしてください。  

  原因の解決の為に、アプリケーションを停止させる必要がある場合（ＰＣ再起動が必 

要な場合など）は、自動実行画面から、「検査中断」ボタンで一時終了してください。 
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６章 テスト測定の手順              

ＯＬＣ－４を使用して、ＬＥＤのベンチマークテストを行ったり、自動検査の検査条件を

設定する為に、印加条件を細かく変更しながらのテスト測定などを行う方法を簡単に説明

します。 それぞれの画面の詳細な説明は、各機能ごとの詳細説明を参照してください。 

 

６－１ 画面の切り替え 

 ロット名の入力画面が表示されている場合は、「設定画面へ」ボタンを押して、設定画面

へ移動してください。 

 

 

 

 設定画面に最初に移動したときは、編集画面は開かれていませんので、必要な設定画面

をメインメニューから呼び出してください。 

 

 メインメニューの詳細は＝＝＞【７章 設定画面のメインメニュー】を参照してくださ

い。 
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６－２ デバイスの選択 

 ①測定を行なう前に、測定対象になるデバイスの素子数、ピンタイプの設定を選択する 

必要があります。 

   ※検査条件ファイルを設定する場合は、デバイスの選択には注意してください。 

    全ての印加設定は、ここで選択されたデバイスの種類に基づいて決定される為、 

    逆に検査条件の設定後に、デバイスの種類を変更することはできません。     

  

 ②メインメニューの「設定」→「デバイス選択」を選びます。 

 

 ※選択・対応可能なデバイスタイプはＯＬＣ－４出荷時設定によって異なります。 

  

③デバイス選択画面から適合するデバイスタイプを選択して、デバイス決定ボタンを押 

します。 

④デバイスを選択したときにデフォルトの検査条件を保存します。 

 ファイル名は任意に付けることが可能です。 

⑤詳細は＝＝＞【８章 デバイスタイプの選択方法】を参照 
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６－３ 条件設定画面を使用したテスト測定 

 総合的なＬＥＤの特性を測定する場合に使用するのに適しています。 

 

 ① メインメニューの「設定」→「検査条件設定」を選びます。 

 ② 現在、読み込まれている検査条件のパラメータが一覧表示されます。    

 

③この画面で全ての検査項目の測定テストを行なうことができます。 

④【条件設定】 

 印加値や印加安定待ち時間、レンジの設定などの検査条件を設定します。 

 詳細は＝＝＞【９章 検査条件の設定方法】を参照 

⑤【結果表示】 

 測定値、および判定結果を測定の結果として表示します。 

⑥【テストボタン】 

 ●全テスト：一覧表示されている検査項目を順番に全て実行します。 

 ●テスト ：現在選択されている項目のみを実行します。 

       現在選択中の項目はメッセージ表示欄に表示されます。 

  ※連続チェックボックスがＯＮのときは、繰り返し連続で測定を行います。連続測

定を停止させたい場合は、チェックをＯＦＦするか、キャンセルボタンを押して

ください。 

結果表示 条件設定 テストボタン 

メッセージ表示 



 - 31 - 

６―４ プロパティ画面を使用したテスト測定 

  特定の検査項目を重点的に測定するのに適しています。 

①６－３で表示した条件設定画面で、検査名をダブルクリックすると、その検査 

項目の詳細設定を入力する画面が表示されます。 

 

 

  

 

②【条件設定】 

 印加値や印加安定待ち時間、レンジの設定などの検査条件を設定します。 

詳細は＝＝＞【９章 検査条件の設定方法】を参照 

③【結果表示】、【結果グラフ】 

 測定値、および判定結果を測定の結果として表示します。 

 測定値のグラフも表示します。（最大２００件分） 

④【テストボタン】 

  条件設定を入力後に【テストボタン】を押すと、検査測定が実行されます。 

  その測定結果が【結果表示】【結果グラフ】として表示されます。 

 ※連続チェックボックスにチェックが入っているときは、繰り返し連続で測定を行な 

います。 

 

結果表示 

テストボタン 

条件設定 

結果グラフ 
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６－５ 電気特性ベンチマーク画面を使用したテスト測定 

  電気特性の検査項目を、条件を細かく変化させつつ連続的に測定できるのでＬＥＤの

ベンチマークテスト測定に適しています。 

 ① メインメニューの「ベンチマーク」→「電気特性ベンチ」を選びます。 

 

 

 

 

 ②【一括条件設定】 

 設定したステップ数の検査条件が一括して設定されます。 

 最大で１０００ステップの検査条件を設定できます。 

③【条件設定】 

 一括設定された検査条件を１ステップごとに細かく修正することができます。 

 ただし、測定レンジについては全ステップで共通になります。 

④【測定値表示】、【結果グラフ】 

 各ステップの測定値を表示します。 

測定値のグラフ表示が可能で、ｘ軸＝回数の表示とｘ軸＝印加値の表示を切り替える

ことができます。 

⑤【テストボタン】 

 ・ステーション、検査タイプ、ピンタイプを選択して【変更ボタン】を押します。 

一括条件

設定 

条件設定＆測定値表示 

テストボタン 

結果グラフ 

変更ボタン 

セット① 

セット② 
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・ステップ数、待ち時間を設定して【セット①】を押します。 

・条件設定を入力後に【セット②】を押すと、全ステップに検査条件がセットされま 

す。 

・必要に応じてステップごとの設定を入力してください。 

・条件設定を入力後に【テストボタン】を押すと、検査測定が実行されます。 

その測定結果が【結果表示】【結果グラフ】として表示されます。 

 ※連続チェックボックスにチェックが入っているときは、繰り返し連続で測定を行い 

ます。 

詳細は＝＝＞【１４章 電気特性検査ベンチマーク】を参照 

 

６－６ 色調ベンチマーク画面を使用したテスト測定 

  色調の検査項目を、条件を細かく変化させつつ連続的に測定できるのでＬＥＤのベン

チマークテスト測定に適しています。 

 ①メインメニューの「ベンチマーク」→「色調ベンチ」を選びます。 

 

 

  

 

一括条件

設定 

テストボタン 

条件設定＆測定値表示 

変更ボタン 

セット① 

セット② 
結果グラフ 
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②【一括条件設定】 

 設定したステップ数の検査条件が一括して設定されます。 

 最大で１０００ステップの検査条件を設定できます。 

③【条件設定】 

 一括設定された検査条件を１ステップごとに細かく修正することができます。 

 ただし、印加時間については全ステップで共通になります。 

④【測定値表示】、【結果グラフ】 

 各ステップの測定値を表示します。 

測定値のグラフ表示が可能で、ｘ軸＝回数の表示とｘ軸＝印加値の表示を切り替える

ことができます。 

⑤【テストボタン】 

  ・ステーション、ピンタイプを選択して【変更ボタン】を押します。 

  ・ステップ数、待ち時間を設定して【セット①】を押します。 

・条件設定を入力後に【セット②】を押すと、全ステップに検査条件がセットされ

ます。 

・必要に応じてステップごとの設定を入力してください。 

・条件設定を入力後に【テストボタン】を押すと、検査測定が実行されます。 

その測定結果が【結果表示】【結果グラフ】として表示されます。 

  ※連続チェックボックスにチェックが入っているときは、繰り返し連続で測定を行

ないます。 

 

詳細は＝＝＞【１５章 色調検査ベンチマーク】を参照 
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６－７ スペクトル合成画面を使用したテスト測定 

  測定した複数のＬＥＤのスペクトル波形を合成して、仮想的なスペクトル波形や色調

測定値を表示することができます。 

 ① メインメニューの「オプション」→「スペクトル合成」を選びます。 

 

 

 

 

②【条件設定部分】 

 印加値や印加安定待ち時間、レンジの設定などの検査条件を設定します。 

  詳細は＝＝＞【９章 検査条件の設定方法】を参照 

 

③【測定値表示】 

 色調の測定値を表示します。 

 ピーク波長、主波長、半値幅、色度ｘ、ｙ、刺激純度、ｋＹ、色温度、サブピーク、 

セカンドピークの値を表示します。 

 測定を実行すると、最新波形の行に測定値が表示されます。 

④【色度ｘ、ｙ座標表示】、【スペクトルグラフ表示】 

 色度ｘ、ｙのダイアグラム表示と波形のスペクトルをグラフ表示します。 

テストボタン 

条件設定 

色度ｘ、ｙ座標表示 スペクトルグラフ表示 

測定値表示 
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⑤【テストボタン】 

  条件設定を入力後に【テストボタン】を押すと、検査測定が実行されます。 

  その測定結果が【測定値表示】、【色度ｘ、ｙ座標表示】、【スペクトルグラフ表示】

として表示されます。 

 ※連続チェックボックスにチェックが入っているときは、繰り返し連続で測定を行な 

います。 

 

詳細は＝＝＞【１６章 スペクトル合成】を参照 
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７章 設定画面のメインメニュー              

７－１ メインメニュー 

■設定画面の上部にあるメニューがメインメニューになります。 

 

 

７－１－１ メニュー・ファイル（Ｆ） 

 

①総合設定管理の画面を開く 

 1.検査パラメータの設定ファイル（拡張子 *.SET） 

 2.検査別の補正値の設定ファイル（拡張子 *.OG） 

  3.分光器の測定条件の設定ファイル（拡張子 *LE） 

の３ファイルを同時に管理する総合設定ファイル（拡張子 *.ALL）を読込、 

または書込を実行する。 

②新規パラメータ作成（Ｎ） 

検査パラメータの設定ファイルを新規に作成します。（拡張子 *.SET） 

③検査パラメータ書込（Ｓ） 

作成した検査パラメータを、設定ファイルに保存します。（拡張子 *.SET）  
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④検査パラメータ読込（Ｌ） 

保存してある検査パラメータ設定ファイルを読み込みます。（拡張子 *.SET） 

⑤検査別の補正値ファイルの書込 

 検査タイプごとに設定したゲイン･オフセットの設定を、ファイルに保存します。 

（拡張子 *.OG） 

⑥検査別の補正値ファイルの読込 

 各検査項目ごとに設定したゲイン･オフセットの設定ファイルを読み込みます。 

（拡張子 *.OG） 

⑦LE-3400 設定ファイルの書込 

 分光器の測定条件の設定をファイルに保存します。 

（拡張子 *.LE） 

⑧LE-3400 設定ファイルの読込 

分光器の測定条件の設定ファイルを読み込みます。 

（拡張子 *.LE） 

⑨現在の検査設定を出力（Ｐ） 

 現在の検査設定を Excel に出力します。 

 Excel 上から印刷することが可能です。 

⑩現在のランク設定を出力（Ｒ） 

 現在のランク設定を Excel に出力します。 

 Excel 上から印刷することが可能です。 

⑪自動検査開始（Ａ） 

ハンドラに搭載している場合、外部Ｉ／Ｏを利用した自動検査を行うことがで

きます。 

⑫過去の結果ログ出力（Ｏ） 

 過去に保存されている検査結果のログを Excel に出力します。 

 Excel 上で、編集、集計、印刷が可能です。 

⑬過去の結果ログ集計を出力（Ｃ） 

 過去に保存されている検査結果のログを集計して印刷出力します。 

⑭終了（Ｘ） 

 アプリケーションを終了します。 

未保存の検査パラメータ、検査別の補正値設定、分光器の条件設定がある場合

は、保存の確認が表示されますので、必要に応じて保存してください。 
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７－１－２ メニュー・設定（Ｓ） 

 

①デバイス選択（Ｄ） 

 検査対象デバイスのタイプを選択する画面を表示します。 

 ここで選択されたデバイスタイプを元に印加ピンの番号が設定されます。 

 ＝＝＞【８章 デバイスタイプの選択方法】を参照 

 

②検査条件設定（Ｔ） 

 検査項目の追加・削除や、各検査項目の条件設定を入力する画面を表示します。 

 ＝＝＞【９章 検査条件の設定方法】を参照 

 

③ランク条件設定（Ｒ） 

 検査結果をランク分けする場合の、ランク条件を入力する画面を表示します。 

 ＝＝＞【１２章 ランク条件の設定方法】を参照 

 

④検査別の補正値設定（Ｏ） 

 検査タイプごとのゲインとオフセットの設定を入力する画面を表示します。 

 ＝＝＞【１０章 検査別に補正値を設定する方法】を参照 

 

⑤ＬＥ－３４００設定（Ｌ） 

 ※分光器にＬＥ－３４００を選択したときのみ有効な項目です。 

 ＬＥ－３４００の露光条件を設定する画面を表示します。 

 ＝＝＞【１１章 ＬＥ－３４００の設定方法】を参照 
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７－１―３ メニュー・表示（Ｖ） 

 

①ポット表示 

   各ポットの出力設定を確認することができます。 

   ＝＝＞【１３章 ポットの出力設定】を参照 

 

７－１－４ メニュー・ベンチマーク（Ｂ） 

 

①電気特性ベンチ（Ｅ） 

 電気特性測定のベンチマークに特化した検査を実行することができます。 

 ＝＝＞【１４章 電気特性検査ベンチマーク】を参照 

 

②色調ベンチ（Ｃ） 

 色調測定のベンチマークに特化した検査を実行することができます。 

 ＝＝＞【１５章 色調検査ベンチマーク】を参照 

 

７－１－５ メニュー・オプション（Ｏ） 

 

①スペクトル合成（Ｗ） 

各種色調の検査項目の測定値と色度ｘ、ｙ座標、スペクトル波形を表示するこ

とができます。 

また、測定した複数のスペクトル波形を合成して仮想の色調データを確認する

ことができます。 

＝＝＞【１６章 スペクトル合成】を参照 
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②暗電流を測定（Ｄ） 

 分光器の暗電流測定をマニュアル実行します。 

③ＬＥ－３４００初期化（Ｉ） 

 分光器ＬＥ－３４００を初期化します。 

 ※分光器にＬＥ－３４００を選択したときのみ有効な項目です。 

④テスト印加（Ｔ） 

     任意の設定によるテスト印加を行うことができます。 

 

７－１－６ メニュー・バージョン情報（Ｖ） 

 ＯＬＣ－４のソフトウェアのバージョン情報が表示されます。 
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８章 デバイスタイプの選択方法         

８－１ 画面の呼び出し 

設定画面メインメニューの 設定（Ｓ）→ デバイス選択（Ｄ）を実行します。 

 

デバイス選択画面↓が表示されます。 

 

 

 

※選択・対応可能なデバイスタイプはＯＬＣ－４出荷時設定によって異なります。 

 

８－２ デバイス選択 

●デバイス選択ボタンを押すと、登録されているピンタイプが画面に表示されます。 

●デバイス選択ボタンを押しても、デバイス決定ボタンを押すまでは、デバイスの変更

は実行されません。 

●キャンセルボタンを押すと、デバイス変更は行わずに画面を閉じます。 

 

操作ボタン デバイス選択ボタン 

登録ピンタイプ 
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８－３ 注意 

デバイスの変更を実行すると検査条件はデフォルトにリセットされます。 

検査条件を編集中の場合は、必ず保存をしてからデバイスの変更を実行してください。 

 

８－４ デバイスタイプ 

検査対象デバイスのタイプを選択します。 

デバイスタイプ毎に、複数の印加・測定のピンタイプが登録されていますので、複雑な

ピン設定をする必要がありません。 

ここで選択されたデバイスタイプを元に印加ピンの番号が設定されます。 

 

 

デバイスタイプ 素 子 数 登録ピンタイプ 

 

１ 

 

 

１ 

 

 

 

 

２  

 



 - 44 - 

 

 

２ 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

２  
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３ 

 

 

 

 

 

３ 
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３ 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 



 - 47 - 

 

 

 

 

※注 

記号 説明 

Fwd 順方向時の印加ピン 

Rev 逆方向時の印加ピン  

※Rev が Not のデバイスは逆方向の印加不可 

P1～P4 プラス側の印加ピン 

N1～N4 マイナス側の印加ピン 

e1～e4 印加・測定の番号 

※ 同時印加時 

●電気特性の検査の場合、同時印加する素子のそれぞれに対する測定

が可能です。 

例 

 
e1、e2 は同時印加のときも、それぞれ別々の印加設定が可能で、測定

値も e1、e2 のそれぞれで測定が可能です。 
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９章 検査条件の設定方法            

９－１ 検査条件ファイル 

 ●検査条件は、拡張子＊．ＳＥＴ のファイルに保存されます。 

 ●検査条件として保存される項目は以下のとおりです。 

  ①品種名 

   品種名を最大３０文字（半角）で入力できます。 

   自動検査時は品種名＋ロット番号でＬＯＧファイルが作成されます。 

  ②検査完了数 

   自動検査時に、検査総数がこの数に到達すると検査を停止します。 

  ③連続ＮＧ停止数 

   自動検査時に、連続して発生するＮＧがこの数に到達すると検査を停止します。 

  ④検査項目 

   検査項目を最大１００件、登録することが可能です。 

   各検査項目毎に、以下の項目を設定できます。 

   ・検査名 

    検査項目の名前を最大３０文字（半角）で入力できます。 

   ・検査タイプ 

    実行する検査項目のタイプになります。 

    極性判定、ピン間オープン・ショート、ＶＦ、ＶＲ、ＩＦ、ＩＲ、⊿ＶＦ、サイ

リスタ、光度、光度比率、ピーク波長、主波長、半値幅、色度ｘ、ｙ、刺激純度、

輝度ｋＹ、色温度、サブピーク、セカンドピーク、比較検査、フラッタ検査（オ

プション使用時のみ可）の項目から選択することになります。 

   ・ステーション番号 

    検査実行するステーションの番号になります。 

 選択可能な項目はステーション構成やオプション増設によって異なります。 

   ・ピンタイプ 

    印加したいピンタイプを選択します。 

    ピンタイプは選択されたデバイス毎にあらかじめ登録されています。 

   デバイスとピンタイプについては【８章 デバイスタイプの選択方法】を参照 

   ・印加値 

    デバイスへの印加値を入力します。 

    ＩＦ、ＩＲ検査では電圧の印加値になります。 

    そのほかの検査項目では電流の印加値になります。 

    最小値、および最大値は設定されている印加レンジにより異なります。 
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印加レンジ 最小値 最大値 

電圧２０Ｖ －１７Ｖ １７Ｖ 

電圧１０Ｖ －１０Ｖ １０Ｖ 

電圧５Ｖ －５Ｖ ５Ｖ 

電圧２．５Ｖ －２．５Ｖ ２．５Ｖ 

電流３００ｍＡ －３００ｍＡ ３００ｍＡ 

電流５０ｍＡ －５０ｍＡ ５０ｍＡ 

電流５ｍＡ －５ｍＡ ５ｍＡ 

電流５００ｕＡ －５００ｕＡ ５００ｕＡ 

電流５０ｕＡ －５０ｕＡ ５０ｕＡ 

  ・印加レンジ 

   電圧印加時 ４レンジ（２０，１０，５，２．５Ｖ）から選択します。 

電流印加時 ５レンジ（３００，５０，５ｍＡ，５００，５０ｕＡ）から選択しま

す。 

  ・印加安定待ち時間 

   印加開始から測定開始までの間の待ち時間を入力します。 

    

   ＬＥＤへの印加時間 ＝ 印加安定待ち時間 ＋ 測定時間 

   ※測定時間は検査項目毎に異なります。 

    色調測定では分光器の露光時間やスキップ数などの時間が加算されます。 

  ・リミット電圧 

   電流印加を行う場合のリミット電圧になります。 

   電圧印加時には使用しません。 

  ・良品下限値 

   良品範囲の下限値を入力します。 

  ・良品上限値 

   良品範囲の上限値を入力します。 

  ・測定レンジ 

   電圧測定時 ４レンジ（２０，１０，５，２．５Ｖ）から選択します。 

電流測定時 ５レンジ（３００，５０，５ｍＡ，５００，５０ｕＡ）から選択しま

す。    

  ・補正係数 

光度と輝度ｋＹについては各検査ごとの補正係数を設定することができます。 

   光度はフォトディテクタの出力電流値にスケールファクタをかけて光量に変換しま

ＬＥＤへの印加時間 

印加安定待ち時間 測定時間 

印加開始 

測定開始 

印加終了 

測定終了 
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す。 

   ｋＹはＬＥ－３４００の測定値にスケールファクタをかけて光量に変換します。 

  ・ＮＧポット 

   検査結果がＮＧの判定だった場合に排出されるポットの番号を入力します。 

   ポットの番号は１から最大ポット数で指定します。 

   ポットについての詳細は ＝＝＞【１３章 ポットの出力設定】を参照 

  ・実行する／しない 

   検査項目を実行するか、あるいはスキップするかの設定を切り替えます。 

   一時的に実行したくない検査がある場合は、しないを選択してください。 

  ・ＬＯＧ出力する／しない 

   検査項目をＬＯＧ出力するか、あるいはスキップするかの設定を切り替えます。 

   ＬＯＧ出力したくない検査がある場合は、しないを選択してください。 

   ＬＯＧ出力をしない場合でも、検査自体は実行されます。 

   

９－２ 新規作成 

新規作成はメインメニューから、ファイル（Ｆ）→新規パラメータ作成（Ｎ）を選択し

ます。 

新規作成時の検査項目は、あらかじめ設定されているデフォルトの検査条件が、呼び出

されます。 

 

９－３ 検査条件の保存 

 検査条件の保存は、メインメニューから、ファイル（Ｆ）→検査パラメータ書込みを選

択します。 

 編集したパラメータファイルを保存するために使用します。 

 

９－４ 検査条件の読込 

 検査条件の読込は、メインメニューから、ファイル（Ｆ）→検査パラメータ読込を選択

します。 

 以前に保存したパラメータファイルを読み込むために使用します。 
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９－５ 検査条件の設定 

９－５－１ 検査条件設定画面 

●メインメニューから設定（Ｓ）→検査条件設定（Ｔ）を選択します。 

 

 

 

 

 

①品種名・検査完了数・連続ＮＧ停止数の入力欄 

 それぞれ品種名と検査完了数、連続ＮＧ停止数の入力に使用します 

②条件入力グリッド 

 検査条件の入力に使用するグリッドです。 

 ９－１の④の各項目を入力していきます。 

 色度ｘ、ｙの良品範囲や、⊿ＶＦ、サイリスタの印加条件などの詳細入力が必要な項目

については、後述するプロパティ画面での入力になります。 

  

※色調の検査項目について 

・色調検査については印加条件の入力欄は共通で１つとなります（検査タイプに色調検

査とある行に入力）。 

テストボタン 

ログ設定 

追加・挿入・削除・コピー・貼り付けボタン 

検査順序並び替え 

条件入力 

グリッド 

品種名 検査完了数 連続ＮＧ停止数 結果・メッセージ表示 

露光時間自動調整の設定 テスト間隔の設定 
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・検査タイプ色調検査の行以下のピーク波長、主波長などの色関連の検査項目が、同一

の印加条件で実行される検査になります。 

 ・複数回数の色調検査を実行する場合、下のような関係になります。 

    

   

No.1～4 まで１度目の色調検査のグループ（印加電流 10.0mA で測定を行う） 

     No.5～7 まで２度目の色調検査のグループ（印加電流 20.0mA で測定を行う） 

   

③検査順序並び替えボタン 

 選択している検査の実行順序の前後を入れ替えることができます。 

  色調検査は同一条件の検査項目を１つのグループとしてまとめて移動します。 

④追加・挿入・削除・コピー・選択ボタン 

 追加：  検査項目の一番最後に新規項目を追加することができます。 

 挿入：  選択している検査項目の前に新規項目を挿入することができます。 

 削除：  選択している項目を削除します。 

 コピー： 選択した検査項目の検査条件をコピーします。 

 貼付：  コピーされた検査条件を別の検査条件に貼り付けます。 

      ※コピー・貼り付けが可能なのは同一の検査タイプ間のみです。 

 

※色調検査の項目の追加・削除について 

検査タイプ「色調検査」の行を削除する場合、同じグループの色調検査項目は全 

て削除されます。 

 

⑤ログ設定 

 検査条件設定画面では「全テスト」ボタンによるテスト検査の内容を最大２００件まで

一時保存しています。 

※自動検査実行時には、全件の検査内容がファイルに保存されます。 

 ●オプションボタンの選択によって、ログ出力をする／しないを切り替えられます。 

  ・ログの出力をする：  毎回の検査結果をログ出力します。 

  ・ログの出力をしない：   ログの出力を一切行いません。 
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  ・毎回【する／しない】選択： 毎回の検査ごとに確認のメッセージが表示さ

れます。 

 ●ログ上書きのチェックがＯＮのときは、２００件目以後は古いものから上書きされま

す。チェックがＯＦＦのときは、２００件目以後のログは残りません。 

 ●ログ出力： 

ログデータをエクセルに出力します。 

 ●ログクリア：   

保存しているログデータをクリアします。 

 

⑥テストボタン 

・全テスト：設定されている検査条件でテスト検査を上から順番に実行していきます。 

       極性判定の検査が設定されているときは、以後の検査はその結果から、方

向判定を引き継ぎます。 

       テスト検査時はステーション１、２の検査を並列実行しません。登録され

ている順番に検査を実行していきます。 

       ※自動検査時はステーション１とステーション２で、それぞれ並列に検査 

が実行されます。 

 ・テスト ：選択している検査項目を単独で検査します。 

 ※単独テストの場合、逆方向チェックボックスをＯＮにすると逆方向の印 

加を実行できます。 

 ※連続チェックボックスがＯＮになっているときは繰り返しテスト検査を 

実行します。 

      連続検査を終了したいときはチェックボックスをＯＦＦにしてください。 

・キャンセル：実行中の検査をキャンセルできます。 

 

・露光自動調整： 

調整無し → 露光時間の調整を行わずに、アンダー／オーバーエラーとし

て処理します。 

 

±１０％～±８０％ → 

       ☆露光アンダーエラーのときに、指定した％で露光時間をプラスし

ていきます。下記の「露光自動調整範囲」の上限値に到達するま

で繰り返します。 

上限値に到達後もアンダーエラーのときは、アンダーエラーとし

て処理されます。 

☆露光オーバーエラーのときに、指定した％で露光時間をマイナス
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していきます。下記の「露光時間自動調整」のか現地に到達する

まで繰り返します。 

 下限値に到達後もオーバーエラーのときは、オーバーエラーとし

て処理されます。 

・露光自動調整範囲：  

☆この範囲内で露光時間の自動調整が行われます。 

        ☆設定可能な範囲は９ｍｓ～１０００ｍｓまでです。 

 

・現在の露光時間： 

        ☆ＬＥ－３４００に現在設定されている露光時間を表示します。 

 

 ・テスト間隔の設定： 

  全テスト検査で各検査実行間に待機時間を設定することができます。 

       

※※※※※※ 注 意 事 項 ※※※※※※ 

☆ＬＥ－３４００の初期化中にキャンセルを行った場合、まれにＬＥ－３４００が

Ｂｕｓｙ状態で応答しなくなることがあります。その場合は、メニューバーの「オ

プション」→「ＬＥ－３４００初期化」を選択して再度初期化を行ってください。 

☆連続測定時にキャンセルを行った場合、露光時間の自動調整が行われていた場合

は元に戻すために、もう一度ＬＥ－３４００を初期化いたします。 

  検査のキャンセルは既に行われていますので、しばらくお待ちください。 
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９－５－２ プロパティ画面 

  ●９－５－１の検査条件設定の画面内では入力しきれない条件の入力や、詳細なテス

ト検査を実行したいときに使用します。 

●９－５－１の検査条件設定の画面で、プロパティを開きたい検査項目の行をダブル

クリックしてください。 

  ●その検査項目のプロパティ画面が表示されます。 

   

通常の検査のプロパティ画面 

 

 

 

① 条件入力グリッド 

 印加条件を入力します。 

 複数の素子があるピンタイプを選択している場合は、それぞれの素子に対する印加条件

を個別に設定することが可能です。 

 素子の設定はグリッドの横にあるボタンで選択してください。 

 （上の例ではｅ１、ｅ２、ｅ３の３素子があり、その中のｅ１を選択しています。） 

 

② 選択ピンタイプ 

 現在の検査項目で選択されているピンタイプを、表示しています。 

 

③ テストボタン 

 検査項目を単独で検査します。 

ログ設定 

結果グラフ 測定値 

選択ピンタイプ 条件入力グリッド 

 



 - 56 - 

 ※逆方向チェックボックスをＯＮにすると逆方向の印加を実行できます。 

 ※連続チェックボックスがＯＮになっているときは繰り返しテスト検査を実行します。 

  連続検査を終了したいときはチェックボックスをＯＦＦにしてください。 

 

④ログ設定 

 「テスト」ボタンによるテスト検査の内容を最大２００件まで一時保存しています。 

※自動検査実行時には、全件の検査内容がファイルに保存されます。 

 ●オプションボタンの選択によって、ログ出力をする／しないを切り替えられます。 

  ・ログの出力をする：  毎回の検査結果をログ出力します。 

  ・ログの出力をしない：   ログの出力を一切行いません。 

  ・毎回【する／しない】選択： 毎回の検査ごとに確認のメッセージが表示さ

れます。 

 ●ログ上書きのチェックがＯＮのときは、２００件目以後は古いものから上書きされま

す。チェックがＯＦＦのときは、２００件目以後のログは残りません。 

 ●ログ出力： 

ログデータをエクセルに出力します。 

 ●ログクリア：   

保存しているログデータをクリアします。 

 

⑤測定値・結果グラフ 

 テスト測定の値を表とグラフで表示します。 
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⊿ＶＦ、サイリスタ検査のプロパティ画面 

 

 

 

①一括条件設定 

 ・ステップ数： 検査のステップ数を入力します。 

 ・印加値：   １ステップ目の印加値と最後のステップの印加値を入力します。 

 ・その他の項目については、前述の通常の印加条件と同様に入力します。 

 セットボタンを押すとステップ数に合わせた印加値が自動でグリッドに入力されます。 

 「印加レンジ自動調整」のチェックがＯＮのときは、一括セットの際に印加レンジの設

定が自動で調整されます。  

 個別に修正が必要な場合は、条件入力グリッドで直接編集が可能です。 

②その他の項目 

 ・前述の通常の検査項目のプロパティと同様です。 

結果グラフ 

ログ設定 

測定値 

テストボタン 

条件入力グリッド 

 

一括条件

設定 

選択ピンタイプ 
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色度ｘ、ｙのプロパティ画面 

 

 

 

①多角形範囲 

 最大で８角形の範囲を指定することができます。（上の画面では４角形範囲） 

 それぞれの角のｘ、ｙ座標を指定してください。 

 ※多角形の座標指定の順番は、一筆書きの要領で指定してください。 

  例 四角形 

   

   

   

ライン上は良品と判定します。 

② 楕円範囲 

 楕円の範囲を指定することができます。 

 中心ｘ、ｙ： 楕円の中心座標です。 

 楕円幅  ： ｘ軸方向の直径になります。 

 楕円高さ ： ｙ軸方向の直径になります。 

 角度   ： 楕円の傾き角度になります。 

③ 内外判定 

 測定値が楕円範囲と多角形範囲の内外のどちらにあるかを判定します。 

 楕円範囲と多角形範囲の両方が内判定のとき、総合的に良品判定になります。 

多角形範囲 

 

楕円範囲 

 

内外判定 

 

測定値 

 

ログ設定 テストボタン 

選択ピンタイプ 条件入力グリッド 

 

色度ダイアグラム 

１ 

４ 

２ 

３ 
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 ライン上は良品と判定します。 

 （上の画面では楕円範囲は内ですが、多角形範囲は外なので総合的には不良判定になり

ます） 

④ 色度ダイアグラム 

 測定したｘ、ｙを色度ダイアグラム上に表示します。 

 

⑤ その他の項目 

 ・前述の通常の検査項目のプロパティと同様です。 

 

 

 

フラッタ検査のプロパティ画面 

 

 

 

 

 

条件入力 

結果グラフ 詳細測定値 

ログ設定 

テストボタン 

測定値 
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① 条件入力グリッド 

 印加条件を入力します。 

 ・印加電流  ：０～５００ｍＡ 

 ・印加レンジ  ：ＭＡＸ５００ｍＡレンジ固定 

 ・リミット電圧 ：０～１０Ｖ 

 ・測定レンジ  ：ＭＡＸ１０Ｖレンジ固定 

 ・良品下限値・上限値・判定方法 

    ※測定値の判定基準は、以下の 2 項目からの選択になります。 

  １．測定値の最大＆最小がともに下限・上限の範囲内でＯＫ判定 

  ２．隣り合った測定値の差の最大が下限・上限の範囲内でＯＫ判定 

 

 ・パルスＯＮ時間 ：０～１９９ｍｓ 

 ・パルスＯＦＦ時間 ：０～１９ｍｓ 

 ・スキップ波数 ：１～２５６回 

 ・検査波数  ：１～２５６回 

 ・取込ディレイ ：０～２ｍｓ 

 ・平均間隔  ：０．１～２ｍｓ 

 ・平均回数  ：１～２５６回 

 

② 詳細測定値 

 ・フラッタ検査の全検査波数の測定値を表示します。 

 ・詳細結果ＣＳＶ出力ボタンでＣＳＶファイルとして出力できます。 

  

③ その他の項目 

 ・前述の通常の検査項目のプロパティと同様です。 
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比較検査のプロパティ画面 

 

 

 

 

① 項目の選択 

 ・比較検査項目 ：現在登録されている検査項目から選択します。 

 ・比較対象  ：選択された検査項目の中の測定項目を選択します。 

 ・追加・挿入・削除 ：比較検査項目の追加・挿入・削除を行います。 

    （最大 8項目まで登録可能です。） 

② 判定式 

 項目の比較時に使用する計算式を入力します。 

 入力可能な文字 

＋、－、＊、／ 通常の四則演算として評価されます。 

（ ） 対応するカッコの数が一致しない時はエラーになります。 

＾ べき乗として評価されます。 

Ａ～Ｈ 比較検査項目の測定値として評価されます。 

ＭＡＸ、ＭＩＮ 比較検査項目の測定値中の最大値、最小値として評価されます。 

 

③ 良品範囲の入力 

 判定式の計算値が、下限・上限の範囲内の時にＯＫ判定になります。 

 

比較検査項目の選択 良品範囲の入力 

判定式の入力 
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１０章 検査別に補正値を設定する方法       

１０－１ 検査別の補正値 

●各検査項目毎にゲイン・オフセットを設定することが可能です。 

●１ステーション、２ステーションのそれぞれに設定することが可能です。 

 （オプション適用時には、各オプションステーションのそれぞれに設定可能です。） 

●ゲイン・オフセットの値をファイルに保存・読込ができるので、複数の補正値を切り

替えて使用できます。（拡張子＊．ＯＧ のファイルに保存されます。） 

●メインメニューから設定（Ｓ）→検査別の補正値設定（Ｏ）を選択します。 

 

 

①補正値入力グリッド 

 ・検査別のゲインとオフセットを入力します。 

 ・ステーションごとに各検査は区別されます。 

 ・グリッドに入力した段階で、補正値が適用され、それ以後の検査測定値は補正が行わ

れます。 

※保存を実行するまではファイル保存されませんので、保存をせずに終了した場合は、 

 次回起動時の設定は変更前の設定に戻ります。 

②条件保存・読込ボタン 

 ・設定したゲイン・オフセットをファイルに保存します。（拡張子＊．ＯＧ） 

 ・保存した条件が、次回起動時に自動的に読み込まれます。 

補正値入力グリッド 

保存ボタン 読込ボタン 
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１１章 ＬＥ－３４００の設定方法         

 ※分光器にＬＥ－３４００を選択したときのみ有効な項目です。 

１１－１ ＬＥ－３４００の設定 

●ＬＥ－３４００の測定条件を変更することができます 

●変更下条件をファイルに保存・読込ができるので、複数の条件を切り替えて使用でき

ます。（拡張子＊．ＬＥ のファイルに保存されます。） 

●メインメニューから設定（Ｓ）→ＬＥ－３４００設定（Ｌ）を選択します。 

 

 

 

 

① 条件入力 

 ・短波長：     測定波長域の短波長 

３８０～９６０ｎｍ 

デフォルト３８０ｎｍ 

 ・長波長：     測定波長域の長波長 

４００～９８０ｎｍ（ただし、長波長－短波長≧２０ｎｍ） 

デフォルト７８０ｎｍ 

操作ボタン 

条件入力 
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 ・ゲートタイム[ms]：露光時間 ９～２００００ｍｓ（アンプがＨｉｇｈ、Ｓｕｐｅｒ 

Ｈｉｇｈのときは、９～１００００ｍｓ）デフォルト９ｍｓ 

 ・積算回数：    測定値積算回数 １～１２８回 

 ・アンプゲイン：  測定アンプゲイン 

           Normal,Middle,High,SuperHigh の４レンジから選択 

           （デフォルト Normal） 

 ・スキップ回数：  PDA スキャンのスキップ回数 ０～１０回（デフォルト１回） 

 ・セカンド短波長： セカンドピーク測定波長域の短波長 

           全体の波長範囲内で、セカンド短波長≦セカンド長波長 

           （デフォルト５８０ｎｍ） 

 ・セカンド長波長： セカンドピーク測定波長域の長波長 

           全体の波長範囲内で、セカンド短波長≦セカンド長波長 

           （デフォルト６８０ｎｍ） 

 ・グラフスケール： スペクトル表示グラフの縦軸（強度軸）スケールの上限値 

           （デフォルト５０） 

 ・表示ＯＮ：    チェックがＯＮのときＬＥ－３４００側のスペクトル表示グラフ 

モニター出力が有効になります。 

表示をＯＦＦにすることで検査タクトを短縮できます。 

 

 ・有効測定項目：  チェックがＯＮの項目について測定が可能です。 

       ※検査タクトに問題が無い場合は、全ての項目をＯＮにしておい 

て問題ありません。 

※タクトを短縮したい場合は、測定の必要が無い項目はチェック 

をＯＦＦしてください。無効な項目については、ＬＥ－３４０ 

０の測定時に計算を行わないのでタクトを短縮できます。 

② 操作ボタン 

 ・ＬＥ初期化：    条件入力欄の新しい設定で、ＬＥ－３４００を初期化します。 

 ・デフォルトに戻す： 条件入力欄の値をデフォルトに戻します。 

            ※ＬＥ－３４００の初期化は実行しません 

 ・条件保存：     条件設定をファイル（拡張子＊．ＬＥ）に保存します。 

            保存した条件が、次回起動時に自動的に読み込まれます。 

 

 ・条件読込：     ファイルに保存した設定を読み込みます。 

 ・戻る：       画面を閉じます。 
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１２章 ランク条件の設定方法           

１２－１ ランク条件ファイル 

●ランク条件は、拡張子＊．ＳＥＴ のファイルに保存されます。 

●最大で１２８ランクまで入力できます。 

●ランク条件として保存される項目は以下のとおりです。 

①ランク名 

ランク名を最大２０文字で入力できます。 

②出力ポットＮｏ． 

  検査結果がそのランクに該当するときに、排出されるポットの番号になります。 

③ランク範囲 

  ランク分けの範囲を入力します。 

  ランクＮｏ．１から検査結果とランク範囲を比較していき、検査結果がランク範 

  囲内に収まったとき、該当ランクになります。 

  通常の検査では下限値と上限値で範囲を指定しますが、色度ｘ、ｙでは楕円形、  

  多角形でランク範囲を指定します。 

１２－２ 条件の保存・読込 

検査条件とランク条件は、対応する一組で１ファイルに保存されますので、手順は検

査条件の保存・読込と同様になります。 

詳細は＝＝＞【９章 検査条件の設定方法】を参照 

１２－３ ランク条件の設定 

１２－３－１ ランク条件設定画面 

●メインメニューから設定（Ｓ）→ランク条件設定（Ｒ）を選択します。 

 

 

ランク 

範囲入力 

ランク名＆ 

ポット番号 

検査項目名＆ 

測定レンジ 

ランク入れ替え 
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①ランク名・ポット番号の入力欄 

  ランク名とポット番号の入力に使用します。 

  ポット番号は初期値としてデフォルトランクポットの番号が入っています。 

②検査項目名、測定レンジ 

  検査項目名と、その検査の測定レンジが表示されています。 

③ランク範囲入力 

  ランク範囲の入力に使用するグリッドです。 

  ランク範囲の下限値と上限値を入力します。 

  色度ｘ、ｙの良品範囲や、⊿ＶＦ、サイリスタの印加条件などの詳細入力が必要な項

目については、後述するランクプロパティ画面での入力になります。 

④ランク入れ替えボタン 

  ランクは１から順番に判定されていくので、優先度はランク１が最大になります。 

  ランクの番号を入れ替えることで優先順位を入れ替えることができます。 
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１２－３－２ ランクプロパティ画面 

  ●１２－３－１のランク範囲設定の画面内では入力しきれない条件の入力を行いたい

ときに使用します。 

●１２－３－１のランク範囲設定の画面で、プロパティを開きたい検査項目の行をダ

ブルクリックしてください。 

  ●その検査項目のプロパティ画面が表示されます。 

 

  ⊿ＶＦ、サイリスタ検査のランクプロパティ画面 

 

 

①一括範囲設定 

  全ステップに共通した範囲を設定する場合は、一括範囲設定に値を入力してセットボ

タンを押してください。 

 

②ランク範囲入力 

ステップ毎にランク範囲下限値、上限値を入力します。 

  

選択 

ピンタイプ 

一括範囲

設定 

ランク 

範囲入力 

ステップ 

測定レンジ 
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●⊿ＶＦでは複数ステップのＶＦ測定を行い、最初のＶＦ測定値と最後のＶＦ測定値の

差を測定しています。 

 
  上例の場合 ③－①が⊿ＶＦの測定値になります。 

  ランク入力は最後の、③のステップの欄に入力を行います。 

 

 ●サイリスタでは複数ステップのＶＦ測定を行い、隣り合う前後のＶＦ測定の差を測定

しています。 

 

  

 上例の場合 ②－①と③－②と④－③がそれぞれサイリスタの測定値になります。 

 測定値が複数存在するのでランク入力も複数入力する必要があります。 

 ②－①のランク入力は、②のステップの欄に入力を行います。 

 ③－②のランク入力は、③のステップの欄に入力を行います。 

 ④－③のランク入力は、④のステップの欄に入力を行います。 

 

※複数の素子があるピンタイプを選択している場合は、それぞれの素子に対するランク範

囲を個別に設定することが可能です。 

 素子の選択はグリッドの上にあるオプションボタンで選択してください。 

 （上の例ではｅ１、ｅ２、ｅ３の３素子があり、その中のｅ１を選択しています。） 

 

 

① 

ＶＦ測定値 
② 

③ 

④ 

① 
② 

③ ＶＦ測定値 
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色度ｘ、ｙのランクプロパティ画面 

 

 

①多角形範囲 

各ランクごとに最大で８角形の範囲を指定することができます。 

  それぞれの角のｘ、ｙ座標を指定してください。 

②楕円範囲 

  各ランクごとに楕円の範囲を指定することができます。 

  中心ｘ、ｙ： 楕円の中心座標です。 

  楕円幅  ： ｘ軸方向の直径になります。 

  楕円高さ ： ｙ軸方向の直径になります。 

  角度   ： 楕円の傾き角度になります。 

③範囲確認入力 

  確認入力欄のｘ、ｙの値を入力すると、ランクの判定を実行します。 

  入力したｘ、ｙの座標が、どのランクに判定されるかを確認することができます。 

  楕円範囲と多角形範囲の両方が内判定のとき、総合的に良品判定になります。 

  線上は内判定となります。 

④色度ダイアグラム 

  設定したランク範囲を色度ダイアグラム上に表示します。 

 

多角形範囲 

 

楕円範囲 

 

色度ダイアグラム 

範囲確認入力  
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１３章 ポットの出力設定             

１３－１ ポット 

 ●ポットは最大で１２８ポットまで使用できます。 

 ●ランク用ポットとＮＧ用ポットとして、任意の番号を指定して使用できます 

 

１３－２ ランク用ポットの指定 

①メインメニューから設定（Ｓ）→ランク条件設定（Ｒ）を選択します。 

 ランク設定画面のランク範囲入力欄の最下段に、出力ポットＮｏ．入力があります。 

 

 

   ランクに対してそれぞれに、名前の入力を行うことができます。 

 

 ②１ランクに対して１ポットを指定することができます。 

 ③検査結果がランク条件に一致したときに、指定ポットに出力されます。 

 ④１～最大ポット番号までの範囲でポットを指定してください。 

※ランク条件の設定については＝＝＞【１２章 ランク条件の設定方法】を参照 

 

１３－３ ＮＧ用ポットの指定 

①メインメニューから設定（Ｓ）→検査条件設定（Ｔ）を選択します。 

検査条件設定画面の条件入力欄に、ＮＧポットＮｏ．の入力があります。 
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 ②１検査に対して １ポットを指定することができます。 

③検査結果がＮＧになったとき、指定ポットに出力されます。 

 ④１～最大ポット番号の範囲でポットを指定してください。 

１３－４ ポット設定の確認表示 

①メインメニューから表示（Ｖ）→ポット表示（Ｐ）を選択します。 

 

   

 

 

②ランク側の設定・ＮＧ側の設定 

 ポットに割り当てられたランク・ＮＧを確認することができます。 

 ※ここでは確認のみ可能です。変更を行う場合は、１３－２、１３－３を参考にして変

更してください。 

③ランク外ポットの設定 

検査結果がＯＫかつ、該当するランクが無かったときはランク外となり、ここで設定さ 

れているポットＮｏ．に出力されます。 

④デフォルトのＮＧポットの設定 

 ＮＧポットの初期設定として設定されるポットのＮｏ．を指定します。 

 検査条件設定でＮＧポットを指定しない場合は、デフォルトのＮＧポットに出力され 

ます。 

 

 

ランク側の設定 

 

ＮＧ側の設定 

 

ランク外ポットの設定 

 

デフォルトのＮＧポットの設定 
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１４章 電気特性検査ベンチマーク         

１４－１ 特徴 

 ●ＶＦ、ＶＲ、ＩＦ、ＩＲ、光度検査のいずれかのベンチマークを測定します。 

 ●１０００ステップの検査を行い、結果のグラフ表示やログ出力を行うことができます。 

●ベンチマークの検査条件を保存・読込することが可能です。 

１４－２ 画面・操作説明 

①メインメニューからベンチマーク（Ｂ）→電気特性ベンチ（Ｅ）を選択します。 

 

 

 

②検査設定 

●ステーション選択 

 ステーション１、２のどちらで検査を実行するか選択します。 

●検査タイプ選択 

 ＶＦ、ＶＲ、ＩＦ、ＩＲ、光度検査のいずれかを選択します。 

 色調検査については色調ベンチマークを実行してください。 

＝＝＞【１５章 色調検査ベンチマーク】を参照 

●ピンタイプ選択 

ピンタイプを選択します。 

※デバイスタイプの変更は、ここでは実行できません。 

     ●変更ボタン 

結果グラフ 検査設定 

選択ピン

タイプ 

操作ボタン 

一括条件

設定 

条件設定＆測定値表示 

ステップ

数の設定 

テスト間隔 
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ステーション・検査タイプ・ピンタイプを選択された項目に変更し

ます。 

※ボタンが押されるまでは、変更は実行されません。 

 

③選択ピンタイプ 

●現在、選択されているピンタイプを、表示して 

います。 

 

●オプションボタンで選択されているピンに対 

 して一括条件設定やグラフ表示の処理が行わ 

れます。 

 

④ステップ数の設定 

●ステップ数 

 何ステップの検査を実行するかを設定します。 

 （最大１０００ステップ） 

●時間 

 印加安定待ち時間を設定します。 

※ベンチマークテストでは、全ピンのステップ数と待ち時間が 

同一になります。４素子のピンタイプを設定したときも、ス 

テップ数と待ち時間は全ピンに共通で１つとなります。 

⑤一括条件設定 

●印加値  

 ＶＦ、ＶＲ、光度検査では印加電流値、ＩＦ、 

ＩＲ検査では印加電圧値を入力します。 

●印加レンジ 

 印加レンジの選択を行います。 

●リミット 

 電流印加時のリミット電圧を設定します。 

●測定レンジ 

 測定レンジの選択を行います。 

 ※ベンチマークテストでは全ステップの測定レンジは同一になります 

●印加レンジ自動調整 

 チェックがＯＮのときは、一括セットの際に印加レンジの設定が自動で調整されます。  
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⑥条件設定＆測定値表示 

 

●条件設定 

 一括で設定した設定値の補正や、個別に任意の設定を行いたい場合は、グリッドに直接

入力してください。 

●測定値表示 

 各ステップの測定値が表示されます。 

 

☆④、⑤、⑥の条件設定の補足 

条件 設定方法 ステップ毎の設定 ピン毎の設定 

ステップ数 一括設定のみ --- 不可 

印加安定待ち時間 
一括設定 

グリッド入力 
可能 不可 

印加値 
一括設定 

グリッド入力 
可能 可能 

印加レンジ 
一括設定 

グリッド入力 
可能 可能 

測定レンジ 一括設定のみ 不可 可能 

リミット電圧 
一括設定 

グリッド入力 
可能 可能 

補正係数 
一括設定 

グリッド入力 

可能 

（光度のみ） 

可能 

（光度のみ） 
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⑦結果グラフ 

●ｘ軸＝回数 

ｘ軸方向を回数、ｙ軸方向 

を測定値としてグラフ表 

示します。 

  

●ｘ軸＝印加値 

 ｘ軸方向を印加値、ｙ軸方 

向を測定値としてグラフ 

表示します。 

 

 

 

 

 

⑧操作ボタン 

 

●逆印加 

 チェックがＯＮのとき逆方向に印加します。 

●連続 

 チェックがＯＮのとき、全ステップの検査終了後に、連続してステップ１から検査を開

始します。 

●ステップ実行 

 チェックがＯＮのとき、テストボタンを押すごとに、１ステップずつ実行していきます。 

●毎検査表示 

 通常は全ステップ終了時にまとめて結果が表示されます。 

 チェックがＯＮのとき、各ステップごとに結果を表示していきます。 

 ※毎検査表示を実行すると各検査の間に約２ｍｓ程度、表示のための時間が必要になり

ますので通常はＯＦＦで使用してください。 

●テストボタン 

 テスト検査を実行します。 
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 設定されたステップの回数の検査が実行されます。 

 ステップ実行のチェックが入っているときは、押すごとに１ステップずつ、テストが実

行されます。 

●キャンセル 

 ベンチマークテストを途中でキャンセルします。 

●ログＣＳＶ出力 

 ベンチマークの結果をＥｘｃｅｌに出力します。 

●条件保存 

 ベンチマークの検査条件をファイルに保存します。 

電気特性ベンチマークの検査条件は、拡張子＊．ＢＮＥ のファイルに保存されます。 

●条件読込 

 ベンチマークの検査条件をファイルから読み込みます。 

 ※保存されているデバイスタイプと現在のデバイスタイプが異なる場合、検査条件は

読み込めませんので、【８章 デバイスタイプの選択方法】を参照してデバイスタイ

プを変更して下さい。 

  ☆デバイスタイプが判断できる名前でファイルを保存しておくと便利です。 

●テスト間隔 

 各ステップのテスト間に待機時間を設定することが可能です。 

 ｍｓ単位での設定が可能になっています。 
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１５章 色調検査ベンチマーク          

１５－１ 特徴 

 ●ピーク波長、主波長、半値幅、色度ｘ、ｙ、刺激純度、輝度ｋＹ、サブピーク、セカ

ンドピーク検査のベンチマークを測定します。 

 ●１０００ステップの検査を行い、結果のグラフ表示やログ出力を行うことができます。 

●ベンチマークの検査条件を保存・読込することが可能です。 

１５－２ 画面・操作説明 

①メインメニューからベンチマーク（Ｂ）→色調ベンチ（Ｃ）を選択します。 

 

 

 

②検査設定 

●ステーション選択 

 ステーション１、２のどちらで検査を実行するか選択します。 

●ピンタイプ選択 

ピンタイプを選択します。 

※デバイスタイプの変更は、ここでは実行できません。 

●変更ボタン 

ステーション・検査タイプ・ピンタイプを選択された項目に変更しま 

す。 

※ボタンが押されるまでは、変更は実行されません。 

結果グラフ 検査設定 

選択ピン

タイプ 

操作ボタン 

一括条件

設定 

条件設定＆測定値表示 

ステップ

数の設定 
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③選択ピンタイプ 

●現在、選択されているピンタイプを、表示して 

います。 

 

●オプションボタンで選択されているピンに対 

して一括条件設定が行われます。 

 

④ステップ数の設定 

●ステップ数 

 何ステップの検査を実行するかを設定します。 

 （最大１０００ステップ） 

●時間 

 印加安定待ち時間を設定します。 

※ベンチマークテストでは、全ピンのステップ数と待ち時間  

 が同一になります。４素子のピンタイプを設定したときも、 

ステップ数と待ち時間は全ピンに共通で１つとなります。 

⑤一括条件設定 

●印加値  

 印加電流値を入力します。 

●印加レンジ 

 印加レンジの選択を行います。 

●リミット 

 電流印加時のリミット電圧を設定します。 

●印加レンジ自動調整 

  チェックがＯＮのときは、一括セットの際に印加レンジの設定が自動で調整されます。  

 

⑥条件設定＆測定値表示 

 

●測定値表示 

  各ステップの測定値が表示されます。 
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●条件設定 

  一括で設定した設定値の補正や、個別に任意の設定を行いたい場合は、グリッドに直

接入力してください。 

 

☆④、⑤、⑥の条件設定の補足 

条件 設定方法 ステップ毎の設定 ピン毎の設定 

ステップ数 一括設定のみ --- 不可 

印加安定待ち時間 
一括設定 

グリッド入力 
可能 不可 

印加値 
一括設定 

グリッド入力 
可能 可能 

印加レンジ 
一括設定 

グリッド入力 
可能 可能 

リミット電圧 
一括設定 

グリッド入力 
可能 可能 

 

※ＬＥ－３４００の測定条件は現在の条件ファイルの設定に従います。 

※実際の印加時間は、ここで設定した印加安定待ち時間に、ＬＥ－３４００の露光時間を

プラスしたものになります。 

 

⑦結果グラフ 

 

●ｘ軸＝回数 

ｘ軸方向を回数、ｙ軸方向を測定 

値としてグラフ表示します。 

●ｘ軸＝印加値 

 ｘ軸方向を印加値、ｙ軸方向を測 

定値としてグラフ表示します。 

●表示対象 

 色調測定のどの項目をグラフ表示 

するかを選択します。 

 ※色度ｘ、ｙを選択時のみ、通常 

のグラフではなく色度ダイアグ 

ラムが表示されます。 
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⑧操作ボタン 

 

●逆印加 

  チェックがＯＮのとき逆方向に印加します。 

●連続 

  チェックがＯＮのとき、全ステップの検査終了後に、連続してステップ１から検査を 

開始します 

●ステップ実行 

  チェックがＯＮのとき、テストボタンを押すごとに、１ステップずつ実行していきま 

す。 

●毎検査表示 

  通常は全ステップ終了時にまとめて結果が表示されます。 

  チェックがＯＮのとき、各ステップごとに結果を表示していきます。 

  ※毎検査表示を実行すると各検査の間に約２ｍｓ程度、表示のための時間が必要にな 

りますので通常はＯＦＦで使用してください。 

●テストボタン 

  テスト検査を実行します。 

  設定されたステップの回数の検査が実行されます。 

  ステップ実行のチェックが入っているときは、押すごとに１ステップずつ、テストが 

実行されます。 

●キャンセル 

  ベンチマークテストを途中でキャンセルします。 

●ログ出力 

  ベンチマークの結果をＥｘｃｅｌに出力します。 

●条件保存 

  ベンチマークの検査条件をファイルに保存します。 

電気特性ベンチマークの検査条件は、拡張子＊．ＢＮＣ のファイルに保存されます。 

●条件読込 

  ベンチマークの検査条件をファイルから読み込みます。 
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  ※保存されているデバイスタイプと現在のデバイスタイプが異なる場合、検査条件は

読み込めません。 

●テスト間隔 

  各ステップのテスト間に待機時間を設定することが可能です。 

  ｍｓ単位での設定が可能になっています。 

 

●露光自動調整 

調整無し → 露光時間の調整を行わずに、アンダー／オーバーエラーとし

て処理します。 

 

±１０％～±８０％ → 

       ☆露光アンダーエラーのときに、指定した％で露光時間をプラスし

ていきます。下記の「露光自動調整範囲」の上限値に到達するま

で繰り返します。 

上限値に到達後もアンダーエラーのときは、アンダーエラーとし

て処理されます。 

☆露光オーバーエラーのときに、指定した％で露光時間をマイナス

していきます。下記の「露光時間自動調整」のか現地に到達する

まで繰り返します。 

 下限値に到達後もオーバーエラーのときは、オーバーエラーとし

て処理されます。 

●露光自動調整範囲 

☆この範囲内で露光時間の自動調整が行われます。 

        ☆設定可能な範囲は９ｍｓ～１０００ｍｓまでです。 

 

●現在の露光時間 

        ☆ＬＥ－３４００に現在設定されている露光時間を表示します。 

 

※※※※※※ 注 意 事 項 ※※※※※※ 

☆ＬＥ－３４００の初期化中にキャンセルを行った場合、まれにＬＥ－３４００が

Ｂｕｓｙ状態で応答しなくなることがあります。その場合は、メニューバーの「オ

プション」→「ＬＥ－３４００初期化」を選択して再度初期化を行ってください。 

☆連続測定時にキャンセルを行った場合、露光時間の自動調整が行われていた場合

は元に戻すために、もう一度ＬＥ－３４００を初期化いたします。 

  検査のキャンセルは既に行われていますので、しばらくお待ちください。 
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１６章 スペクトル合成              

１６－１ 特徴 

●測定した複数のスペクトル波形を合成して仮想の色調データを確認することができま

す。 

●また、色度ｘ、ｙ座標の表示、スペクトルグラフの表示、色調の各検査測定値の表示

がまとめて行なうことができます。 

１６－２ 画面・操作説明 

①メインメニューからオプション（Ｏ）→スペクトル合成（Ｗ）を選択します。 

 

 

   

 

 

②選択ピンタイプ 

●現在、選択されているピンタイプを、表示していま 

す。 

 

●オプションボタンで選択されているピンに対して 

 一括条件設定が行われます。 

色度ダイアグラム＆スペクトル波形表示 

選択ピン

タイプ 

操作ボタン 

測定値表示 

条件設定 
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③条件設定 

●ステーション選択 

ステーション１、２のどちらで検査を実行するか 

選択します。 

●ピンタイプ選択 

ピンタイプを選択します。 

※デバイスタイプの変更は、ここでは実行できません。 

デバイスタイプの変更とピンタイプの選択についての詳

細は、【８章 デバイスタイプの選択方法】を参照して下

さい。  

●印加条件（印加電流値、印加レンジ、印加安定待ち時間、リミット電圧） 

   複数の素子があるピンタイプを選択している場合は、それぞれの素子に対する印加

条件を個別に設定することが可能です。 

   素子の選択はピンタイプ表示の上にあるオプションボタンで選択してください。 

   （上の例ではｅ１、ｅ２、ｅ３、ｅ４の４素子があり、その中のｅ１を選択してい

ます。） 

 

④操作ボタン 

●逆印加チェックボックス 

 チェックがＯＮのとき逆方向に印加します。 

●連続チェックボックス 

 チェックがＯＮのとき、繰り返しテスト検査を実行します。 

●テストボタン 

 ・テスト検査を実行します。 

 ・ボタンの前にあるチェックがＯＮのとき、グラフ表示と 

波形合成の対象になります。 

・また、テストの後ろにあるＸボタンを押すと、最新の測 

 定データがクリアされます 

●ストック１～３ボタン 

 ・測定した波形データを一時的に保存しておくことが可能 

です。 

 ・ボタンの前にあるチェックがＯＮのとき、グラフ表示と 

波形合成の対象になります。 

・また、後ろにあるＸボタンを押すと、最新の測定データ 

がクリアされます 
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●合成ボタン 

   最新波形データとストック１～３の波形データを合成して、仮想的な合成波形を表

示します。 

  ●キャンセルボタン 

   テスト測定をキャンセルします。 

●表示クリアボタン 

  全波形表示をクリアします。 

  測定値表示の行をダブルクリックすることで、任意の波形を再表示できますので、

複数の波形を個別に確認したいときなどに使用します。 

●条件＆波形保存ボタン 

  最新波形データ、ストック１～３の波形データ、合成波形データをファイルに保存

します。（拡張子＊．ＳＷＶ のファイルに保存されます。） 

  また、その時点での印加条件も保存します。 

●条件＆波形読込ボタン 

  ファイルに保存してある波形データを読み込みます。 

また、印加条件も読み込まれます。 

  ●測定スペクトルＣＳＶ保存 

   測定スペクトルをＣＳＶ形式で保存します。 

   保存の対象になるのは、最新波形データのみです。 

 

⑤色度ダイアグラム＆スペクトル波形表示 

 

 

●最新波形データ、ストック１～３の波形データ、合成波形データの色度ｘ、ｙおよびス

ペクトル波形の表示を行います。 

表示は波形の種類ごとに色分け表示されます。 
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・最新波形データ   紫色 

 ・ストック１データ  赤色 

 ・ストック２データ  緑色 

 ・ストック３データ  青色 

 ・合成波形データ   ピンク色 

 上④に表記したように、チェックボックスのＯＦＦされている波形データは、グラフ表

示や合成の対象にはなりません。 

⑥測定値表示 

 

●ピーク波長、主波長、半値幅、色度ｘ、ｙ、刺激純度、輝度ｋＹ、色温度、サブピー

ク、セカンドピークの測定値を表示します。 

●測定値は上から最新波形、ストック１～３、合成波形の順番で表示されます。 

●グリッド行をダブルクリックすると、その波形データがグラフに再表示されます。 

●項目の最右列に自由にメモを入力することができます。 

  （測定後に自動で測定日時が入力されます。） 
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１６－３ 波形合成の例 

１６－３－１ ２種類の波形データを合成する場合の例 

①テスト測定を実行します。 

  測定データは常に「最新波形」に保存されます。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

②ストック１ボタンを押します。 

  「最新波形」に保存されていたデータが「ストック１」に保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③別のＬＥＤでテスト測定を実行します。 

２つ目の測定データが「最新波形」に保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新波形 

ストック２ 

ストック３ 

合成波形 

ストック１ 

測定データ 波形データ１ 

データなし 

データなし 

データなし 

データなし 

最新波形 

ストック２ 

ストック３ 

合成波形 

ストック１ 波形データ１ 

データなし 

データなし 

データなし 

データなし 

最新波形 

ストック２ 

ストック３ 

合成波形 

ストック１ 

測定データ 

波形データ１ 

データなし 

データなし 

データなし 

波形データ２ 
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④合成ボタンを押します。 

  「ストック１」に保存されている波形データ１と、「最新波形」に保存されている波形

データ２が合成され、「合成波形」にデータが保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６－３－２ ３種類の波形データを合成する場合の例 

①～③は １５－３－１  ２種類の波形データを合成する場合と同じです。 

 

④ストック２ボタンを押します。 

  「最新波形」に保存されていたデータが「ストック２」に保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤３つ目のＬＥＤでテスト測定を実行します。 

３つ目の測定データが「最新波形」に保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新波形 

ストック２ 

ストック３ 

合成波形 

ストック１ 波形データ１ 

データなし 

データなし 

合成波形（波形データ１＋２） 

波形データ２ 

最新波形 

ストック２ 

ストック３ 

合成波形 

ストック１ 波形データ１ 

データなし 

データなし 

データなし 

波形データ２ 

最新波形 

ストック２ 

ストック３ 

合成波形 

ストック１ 

測定データ 

波形データ１ 

データなし 

データなし 

波形データ３ 

波形データ２ 
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⑥合成ボタンを押します。 

  「ストック１」に保存されている波形データ１と、「ストック２」に保存されている波

形データ２と、「最新波形」に保存されている波形データ３が合成され、「合成波形」

にデータが保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※合成ボタンを押す前に、例えば「ストック１」のチェックを外しておくと、合成の対

象から「ストック１」が外れます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

☆４種類の波形データを合成する場合や、複数のストックから任意のいくつかの波形を合

成する場合も、全て上記の手順のように行います。 

 

 

 

最新波形 

ストック２ 

ストック３ 

合成波形 

ストック１ 波形データ１ 

データなし 

合成波形（波形データ１＋２＋３） 

波形データ２ 

波形データ３ 

最新波形 

ストック２ 

ストック３ 

合成波形 

ストック１ 波形データ１ 

データなし 

合成波形（波形データ２＋３） 

波形データ２ 

波形データ３ 

チェックボックスＯＦＦ   



 - 89 - 

１７章 総合設定管理               

１７－１ 特徴 

●検査条件ファイル（拡張子＊．ＳＥＴ）、ＬＥ－３４００の測定条件ファイル（拡張子

＊．ＬＥ）、各検査項目毎のゲイン・オフセットファイル（拡張子＊．ＯＧ）の３つの

ファイルの組み合わせを管理することができます。 

●３つのファイルの組み合わせ設定をファイルに保存できます（拡張子＊．ＡＬＬ） 

※＊．ＡＬＬに保存される内容は、３つのファイルの名前のみで、内容は保存されて 

いません。３つのファイルの設定内容はそれぞれのファイルに保存されます。 

   複数の＊．ＡＬＬのファイルで共有している設定ファイルの内容を書き換えると、

共有している全ての設定が変わります。 

例 

総合管理ファイル 検査条件ファイル ＬＥ－３４００設定 補正値ファイル 

管理①.ALL 条件①.SET ＬＥ条件①.LE 

補正値①.OG 管理②.ALL 条件②.SET 
ＬＥ条件②.LE 

管理③.ALL 条件③.SET 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 条件①.SET、条件②.SET、条件③.SET はそれぞれ別の管理なので変更しても他に影

響は出ません。 

※２ ＬＥ条件②.LE は管理②.ALL と管理③.ALL で共有されているので、変更を行うと、

管理②.ALL と管理③.ALL の両方に影響が出ます。 

※３ 補正値①.OG は３つの管理で共有しているので、変更を行うと３つ全てに影響が出ま

す。 

 

条件①.SET 条件②.SET 条件③.SET 

ＬＥ条件①.LE ＬＥ条件②.LE 

補正値①.OG 

 

管理①.ALL 管理②.ALL 管理③.ALL 
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１７－２ 画面・操作説明 

①メインメニューからファイル（Ｆ）→総合設定管理を開く を選択します。 

 

    

  ②操作ボタン 

   ●一括ファイル保存ボタン 

   選択されている検査条件ファイル（拡張子＊．ＳＥＴ）、ＬＥ－３４００の測定条

件ファイル（拡張子＊．ＬＥ）、各検査項目毎のゲイン・オフセットファイル（拡

張子＊．ＯＧ）の３つのファイルの組み合わせをファイルに保存します（拡張子

＊．ＡＬＬ）。 

   ※保存されるのは３つのファイルの名前のみで、内容は保存されていません。３

つのファイルの設定内容はそれぞれのファイルに保存されることに注意してく

ださい。 

   ●一括ファイル読込ボタン 

    総合管理のファイルを読み込みます。 

    設定ボタンが押されるまで、設定がセットされることはありません。 

    ファイル選択の欄にファイル名が表示されますので確認して、設定ボタンを押し

てください。     

●設定ボタン 

    ファイル選択の欄に表示されたファイルの設定に従って、検査条件、検査別の補

正値、ＬＥ－３４００の測定条件を設定します。 

保存ボタン 

ファイル選択 

 

読込ボタン 

設定ボタン 
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③ファイル選択 

   ●検査パラメータファイル 

検査条件ファイル（拡張子＊．ＳＥＴ）を選択します。 

   ●検査別の補正値ファイル 

各検査項目毎のゲイン・オフセットファイル（拡張子＊．ＯＧ）を選択します。 

   ●ＬＥ－３４００設定ファイル 

ＬＥ－３４００の測定条件ファイル（拡張子＊．ＬＥ）を選択します。 
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１８章 検査結果保存ファイル           

 １８－１ ファイルフォーマット 

   保存先 ： ハードディスクまたはネットワーク（ＬＡＮ） 

   保存形式： ＣＳＶ（カンマ区切りファイル） 

    

   フォーマット： 

開始時刻 2005/12/31 

10:30 

   

終了時刻 2005/12/31 

12:31 

   

設備名称 ・・・    

デバイス名 ・・・    

品種名 ・・・    

ロット名 ・・・    

 ・・・    

設定ファイル名 ・・・    

検査補正値ファイル名 ・・・    

LE3400 設定ファイル名 ・・・    

     

【検査設定】     

検査項目数 ・・・    

検査Ｎｏ． 検査名 Ｓｔ 検査タイプ ・・・ 

１ ＶＦ１ １ ＶＦ ・・・ 

２ ＶＦ２ １ ＶＦ ・・・ 

３ ＶＲ １ ＶＲ ・・・ 

４ ＩＲ １ ＩＲ ・・・ 

・・・     

・・・     

     

【検査別の補正値】     

検査名 ゲイン St1 オフセット St1 ゲイン St2 オフセット St2 

極性判定 1.0 0.0 1.0 0.0 

ＶＦ 1.0 0.0 1.0 0.0 

ＶＲ 1.0 0.0 1.0 0.0 

ＩＦ 1.0 0.0 1.0 0.0 

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 

     

【予備出力の補正値】     

名称 対象検査タイプ ゲイン オフセット  

・・・ ・・・ 1.0 0.0  

     

【LE3400 の設定】     

・・・     
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・・・     

     

【測定データ】     

Ｎｏ． 判定 ＮＧ番号 ランク ・・・ 

１ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 

２ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 

３ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 

４ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 

・・・     

     

【集計データ】     

平均値     

標準偏差     

最大値     

最小値     

最大値―最小値     

ＮＧ数     

ＮＧ％     

ＮＧポット     

     

【カウント】     

 個数 ％   

総試験数 ・・・ ・・・   

ＯＫ数 ・・・ ・・・   

ＮＧ数 ・・・ ・・・   

     

ポット [1] [2] [3] ・・・ 

個数 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 

％ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 

     

ＮＧ検査番号 [1]:1 [2]:1 [3]:3 ・・・ 

オーバーＮＧ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 

アンダーＮＧ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 

     

ランク [1]:11 [2]:12 [3]:13 ・・・ 

個数 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 

％ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 

 

 

１８－２ 結果の確認表示（全件ログ） 

①設定画面のメインメニューからファイル（Ｆ）→過去の結果ログ出力（Ｒ）を選択し

ます。 

②ファイル選択ダイアログが表示されますので、表示したいファイルを選択すると、Ｅ

ｘｃｅｌに出力表示されます。 
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１８－３ 結果の集計表示・印刷 

①設定画面のメインメニューからファイル（Ｆ）→過去の結果ログ集計を出力（Ｃ）を

選択します。 

 または、ロット名入力画面の「前回ロットを集計印刷」、「過去ロットを集計印刷」ボ

タンを押します。 

②ログファイルを集計した結果が、印刷プレビュー画面として表示されます。 

 「印刷」ボタンを押すと印刷が開始されます。 
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１９章 ステーション設定変更方法             

１９－１ ステーション設定 

 ●相手側ハンドラーに合わせて、検査・排出ステーションの位置変更が可能です。 

 ●ステーション構成はＯＬＣ４．ＩＮＩファイルにより管理されています。 

 ●任意のエディターで編集可能です。 

ＯＬＣ４．ＩＮＩファイルの以下の項目を変更してください。 

 

[ステーション設定] 

第 1 ステーション番号=1 

第 2 ステーション番号=3 

結果出力ステーション番号=3 

フラッタ検査ステーション番号=1 

 

※ＯＬＣ４．ＩＮＩファイルは非常に重要なファイルですので、特に必要でない限り、他

の項目は編集しないでください 

 また、編集を行う前には、必ずバックアップを作成してください。 
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２０章 外部インターフェース           

２０－１ 入出力仕様 

絶縁入力部 

点数 ８点絶縁入力 

電圧 ＤＣ５～２４Ｖ 

抵抗 ２．２ＫΩ（１Ｗ） 

絶縁方式 フォトカプラ 

絶縁耐圧 ＤＣ５，０００Ｖ 

絶縁出力部 

点数 １５点絶縁出力 

電圧 
オープンコレクタ 

ＤＣ５～２４Ｖ（要外部電源） 

絶縁方式 フォトカプラ 

最大負荷 １５０ｍＡ 

絶縁耐圧 ＤＣ５，０００Ｖ 

 



 - 97 - 

２０－２ ピンアサイン 

ハンドラー → ＯＬＣ－４ 

ＳＴＡＲＴ ＤＩ－００ 

ＮＯ＿ＷＯＲＫ（ＳＴ１） ＤＩ－０１ 

ＮＯ＿ＷＯＲＫ（ＳＴ２） ＤＩ－０２ 

予備入力１ ＤＩ－０３ 

予備入力２ ＤＩ－０４ 

警報リセット ＤＩ－０５ 

予備入力３ ＤＩ－０６ 

予備入力４ ＤＩ－０７ 

ＯＬＣ－４ → ハンドラー 

ＲＥＡＤＹ ＤＯ－００ 

搬送可能 ＤＯ－０１ 

検査終了 ＤＯ－０２ 

結果ＯＫ ＤＯ－０３ 

結果ＮＧ ＤＯ－０４ 

極性判定（逆） ＤＯ－０５ 

極性判定（順） ＤＯ－０６ 

アラーム信号 ＤＯ－０７ 

ＢＩＮ１ ＤＯ－１０ 

ＢＩＮ２ ＤＯ－１１ 

ＢＩＮ３ ＤＯ－１２ 

ＢＩＮ４ ＤＯ－１３ 

ＢＩＮ５ ＤＯ－１４ 

ＢＩＮ６ ＤＯ－１５ 

ＢＩＮ７ ＤＯ－１６ 

 

 

Ｄｓｕｂ２５ピン（メス） 

＋ＣＯＭ：ＤＣ５～２４Ｖ 

―ＣＯＭ：ＧＮＤ 
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２０－３ タイミング仕様 

ＯＬＣ－４タイミングチャート 

 

 信号出力ＯＮ時  Ｌｏｗレベル 

 信号出力ＯＦＦ時 Ｈｉｇｈレベル 

 

 

 

ＲＥＡＤＹ 

ＯＫ、ＮＧ 

ＳＴＡＲＴ 

Ｂｕｓｙ状態のまま 

ＡＬＡＲＭ 

ＯＫ／ＮＧは変化しない 

測定時ＡＬＡＲＭ出力タイミング 

（ＩＮ） 

（ＯＵＴ） 

極性判定 極性判定は変化しない 

（ＯＵＴ） 

（ＯＵＴ） 

（ＯＵＴ） 

ＲＥＡＤＹ 

ＯＫ、ＮＧ 

ＳＴＡＲＴ 5msec min 

可変（5msec～） 

測定時制御入出力タイミング 

スタート信号はパルス 

スタート信号はＲＥＡＤＹ 

の立下りでＯＦＦする 

ＯＫ／ＮＧ信号は 
ＲＥＡＤＹ信号ＯＮ後に 
確認する 

極性判定 

（ＩＮ） 

（ＯＵＴ） 

（ＯＵＴ） 

（ＯＵＴ） 
ＲＥＡＤＹ信号ＯＮ後に 
確認する 

極性判定信号は 
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ＲＥＡＤＹ 

ＯＫ、ＮＧ 

ＳＴＡＲＴ 

ＮＯ ＷＯＲＫ信号入力時タイミング 

ＯＫ／ＮＧは出力しない 

ＮＯ ＷＯＲＫ スタート信号の前に出力 

可変（7msec～） 

立下げのタイミングは READY の立下り後から次の START 立上げ間 
（ＩＮ） 

（ＯＵＴ） 

（ＯＵＴ） 

（ＩＮ） 

極性判定 
（ＯＵＴ） 

極性判定は出力しない 

ＲＥＡＤＹ 

測定時以外のＡＬＡＲＭ出力タイミング 

Ｂｕｓｙ状態に変化する 

ＡＬＡＲＭ 
異常が確認された 
タイミングで立ち上がる 

（ＯＵＴ） 

（ＯＵＴ） 
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２０－４ 外部ＩＦコネクタ変換ケーブル（Ｄｓｕｂ２５⇔Ｄｓｕｎ３７） 

型式：ＯＬＣ４－ＣＡＢＬＥ－ＥＸＩＦ００２ 

※外部ＩＦ出力をＯＬＣ－１互換のピンアサインに変換します。 
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２１章 出力コネクタ                             

２１－１ ピンアサイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハンドラー → ＯＬＣ－４ 

印加＋（ピン１） ＦＦ１＋ 

印加―（ピン１） ＦＦ１－ 

検出＋（ピン１） ＳＳ１＋ 

検出―（ピン１） ＳＳ１－ 

印加＋（ピン２） ＦＦ２＋ 

印加―（ピン２） ＦＦ２－ 

検出＋（ピン２） ＳＳ２＋ 

検出―（ピン２） ＳＳ２－ 

印加＋（ピン３） ＦＦ３＋ 

印加―（ピン３） ＦＦ３－ 

検出＋（ピン３） ＳＳ３＋ 

検出―（ピン３） ＳＳ３－ 

印加＋（ピン４） ＦＦ４＋ 

印加―（ピン４） ＦＦ４－ 

検出＋（ピン４） ＳＳ４＋ 

検出―（ピン４） ＳＳ４－ 

ＦＦ：印加ピン 

ＳＳ：検出ピン 

 

Ｄｓｕｂ３７ピン（メス） 

Ｄｓｕｂ２５ピン（メス） 

ＦＦ：印加ピン 

ＳＳ：検出ピン 

▲ ：ガードピン 

 



 - 102 - 

２１－２ 出力コネクタ変換ケーブル（Ｄｓｕｂ２５⇔ＤＤＫ１４） 

型式：ＯＬＣ４－ＣＡＢＬＥ－ＤＵＴＩＦ００２ 

ＤＵＴＩＦ出力（ＳＴ1、２）をＤＤＫ１４ピンのコネクタに変換します。 

１素子用です。 
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注）上記内容は改良などの為、変更することがあります。 

 

=================================================== 

株式会社 オーテック・エレクトロニクス 

〒４００－０２１５ 

山梨県 南アルプス市 上八田 １４０－４１ 

ＴＥＬ：０５５－２８０－５２５２（代） 

ＦＡＸ：０５５－２８０－５２５３ 

ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｏｈ－ｔｅｃ．ｃｏｍ 

=================================================== 

 


